
2001年出上の木簡

き
た

ち

ゅ
う

じ

ょ
う

石
押

北

中

条

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
河
北
郡
津
幡
町
字
北
中
条

必
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
九
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
津
幡
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
中
嶋
徹
郎

・
田
中
健

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
行
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期

・
弥
生
時
代
後
期
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

北
中
条
遺
跡
は
北
中
条
地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り

調
査
を
行
な
っ
て
い
る

（調
査
対
象
面
積
三
三
〇
〇
〇
ぽ
）。
日
本
海
側
有
数
の
潟

湖
で
あ
る
河
北
潟

の
東
方
約

二
ｋｍ
、
標
高
約
ニ
ー
四
ｍ
の
低

地
に
立
地
し
て
お
り
、
背
後
の

丘
陵
裾
に
は
古
代
北
陸
道
が
通

っ
て
い
た
と
見
ら
れ
、
水
陸
両

交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
。
遺

跡
は
縄
文
時
代
後
期
か
ら
平
安

時
代
ま
で
断
続
的
に
営
ま
れ
て

お
り
、
河
北
潟
東
岸
に
位
置
す

る
伝
統
的
集
落
の
一
つ
と
い
え
る
。

古
代
の
遺
構
・遺
物
は
他
の
時
代
に
比
べ
て
相
対
的
に
少
な
い
が
、
文
字
資

料
で
は
木
簡
二
点
の
ほ
か
、
「理
教
」
「稲
刀
女
」
「大
田
」
等
の
墨
書
土
器

一

五
点
が
得
ら
れ
て
い
る
。

調
査
は
Ａ

・
Ｂ
区
に
分
け
て
実
施
し
た
が
、
木
街
が
出
土
し
た
の
は
、
Ａ
区

の
溝
Ｓ
Ｄ

一
人
と
、
Ｂ
区
の
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
六
か
ら
で
、
各

一
点
出
土
し
た
。

Ａ
区
の
Ｓ
Ｄ

一
人
は
、
幅
約
四
ｍ
深
さ
約
九
〇
印
を
測
る
。
木
簡
の
ほ
か
に
、

平
安
時
代
前
期
の
須
恵
器
、
斎
串
、
人
形
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
が
出
土
し
て
い

′つ
。Ｂ

区
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
六
は
、
幅
約
六
ｍ
深
さ
約
七
〇
伽
を
測
る
。
張
り
出
し
状
の

テ
ラ
ス
部
分
が
あ
り
、
そ
の
下
で
は
杭
と
板
を
用
い
て
、
溜
め
升
状
の
施
設
を

設
け
て
あ
る
。
斎
串
、
人
形
、
刀
形
、
鳥
形
の
ほ
か
、
木
製
盤
、
橘
底
、
火
鑽

臼
な
ど
様
々
な
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
先
述
の
墨
書
土
器
の
大
半
も

こ
の
溝
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ａ
区
Ｓ
Ｄ
一
八

ω
　
・
「九
□
二
□
□
廿

。
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Ｂ
区
Ｓ
Ｄ
〇
六

②
　
。
「　
　
　
　
　
刑
部
公
万
呂

日
日
日
回
　
□

　

　

日
――
日
］
　

」

名
□
□
日

□
二
□
四
□
日

□
秦
伊
雄
守
　
口
」
］
∞
伽
×
（］
ｏ
）
×
∞
　
ｏ
∞
〕

①
②
と
も
廃
棄
の
際
、
中
央
よ
り
縦
に
半
裁
さ
れ
て
い
る
。

い
の
上
端
に
は
刃
物
を
入
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
現
状
を
留
め
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
の
五
文
字
日
は
字
形
か
ら
は

「自
」

「白
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
は
墨
痕
が
確
認
で
き
る
の
み
で
判
読
に
至
ら

な
か
っ
た
。
性
格
に
つ
い
て
は
、
表
面
に
数
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
帳
簿
の
一

部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
は
上
下
端
と
も
刃
物
に
よ
る
削
り
痕
が
あ
り
、
現
状
を
留
め
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
表
面
の
一
行
目
は
中
ほ
ど
に

「刑
部
公
万
呂
」
と
い
う
人
名
が

書
か
れ
て
い
る
。
二
行
日
は
残
画
は
は
っ
き
り
と
み
え
る
も
の
の
判
読
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
裏
面
中
ほ
ど
に
は

「
二
」
「四
」
字
が
読
み
取
れ
、
そ
の
下
の

残
画
か
ら
日
付
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
ほ
ど
の

記
載
が
日
付
で
あ
る
と
す
る
と
、
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
「秦
伊
雄

守
」
は
差
出
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
東
京
大

学
大
学
院
生
の
新
井
重
行
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

津
幡
町
教
育
委
員
会

『北
中
条
遺
跡

（Ｂ
区
産

０
一〇
〇
二
年
）
（中
嶋
徹
郎
）

(赤外線写真)




